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就労継続支援B型事業所における知的障害者の











































































ことが重要であると述べた文献は見られるが（稲垣 2004；秦 1982：143；奈良ら 2010）、










































































障害者における QOLやその測定方法についても考察した上で、障害者の QWLと B型事業
所における QWLについて、また、QOLと QWLの関係についても言及している。そして、
QWLの発展した概念とされているディーセント・ワークについても説明した。 




には障害者の QOLと QWLは健常者のそれらと同様であるとされている。 
QOLと QWLの関係については、QWLの語源は QOLであると言われているように（菊








第 4 章から第 8 章は B 型事業所における QWL に関する調査研究について述べている。
第 4 章の「B 型事業所における障害者就労の意識に関する調査研究－支援職を対象とした













族と事業所のニーズの相違」といった 7 つの因子を抽出した。第 1 因子である「個々の働
きがい」の説明力が非常に強いという結果であった。第 2～7因子は、障害者の個々の働き
がいを高めるための障害者の周囲を取り巻く環境やシステムに関する事項であり、第 1 因





きがい」、第 2 因子「教育・訓練とキャリア」、第 4 因子「法人・障害者の強みや地域との










































1) B 型事業所のめざすべきところ 






























































4) B 型事業所における QWL とディーセント・ワーク 
本研究では、「B型事業所における障害者の働く権利を保障する」ための理論枠組みとし
て QWLの視点から考察してきた。近年では QWLの新しい形態として「ディーセント・ワ
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